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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　伝送のための方法において、
　ストリームブロックをデマルチプレクスする過程と、
　前記デマルチプレクスしたストリームブロック各々にＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕ
ｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋｉｎｇ）を挿入する過程と、
　前記ＣＲＣを挿入したストリームブロック各々を該当符号化方式（ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃ
ｈｅｍｅ）に従って符号化する過程と、
　前記符号化したストリームブロック各々を該当変調方式（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ｓｃ
ｈｅｍｅ）に従って変調する過程と、
　複数のシンボル集合を生成するために前記変調したストリームブロック各々をデマルチ
プレクスする過程と、を含むが、前記変調したストリームブロック各々を１個のシンボル
集合にデマルチプレクスし、
　複数のシンボル集合を複数のアンテナポートを介して伝送する過程と、を含み、
　前記複数のアンテナポートは複数の物理的アンテナと所定規則に従って接続され、
　各アンテナポートは該当物理的アンテナと接続され、
　各シンボル集合は複数のアンテナポートの部分集合のアンテナポートを介して伝送され
、
　基準値より弱いか同じチャネル推定値を有するアンテナポートは前記複数のアンテナポ
ートの部分集合アンテナポートの中に均一に分布し、
　前記基準値より前記弱いか同じチャネル推定値を有する前記アンテナポートは隣接しな
い物理的アンテナと係ることを特徴とする方法。
【請求項２】
　伝送行列（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｍａｔｒｉｘ）に従って４個のアンテナポート
を介して４個のシンボルを伝送する過程をさらに含み、
　第１シンボルと第２シンボルは第１ストリームブロックから生成され、第３シンボルと
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第４シンボルは第２ストリームブロックから生成され、
　前記第１アンテナポートと前記第２アンテナポートは前記第３アンテナポートと前記第
４アンテナポートより大きなチャネル推定値を有し、
　前記第１シンボルは前記第１アンテナポートを介して伝送され、
　前記第２シンボルは前記第３アンテナポートを介して伝送され、
　前記第３シンボルは前記第２アンテナポートを介して伝送され、
　前記第４シンボルは前記第４アンテナポートを介して伝送されることを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１アンテナポート、前記第３アンテナポート、前記第２アンテナポート、及び前
記第４アンテナポートは、それぞれ第１物理的アンテナ、第２物理的アンテナ、第３物理
的アンテナ、及び第４物理的アンテナと接続され、
　前記第１乃至第４物理的アンテナは２個の隣接した物理的アンテナの間が連続配列され
ることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　選択されたＳＦＢＣ（Ｓｐａｃｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｄｉｎｇ）
伝送行列のうち１個の部分集合を選択する過程と、
　２個のアンテナポートで構成されたグループで隣接したアンテナポートを規定する基準
信号を２個の隣接しないアンテナにマッピングする過程と、
　複数の伝送行列を生成するために変調されたシンボルのグループに選択された伝送行列
の部分集合を適用する過程と、を含むが、
　各々の伝送行列は変調された該当シンボルグループに対応し、
　前記各々の伝送行列は変調された該当変調されたシンボルグループから変調されたシン
ボル対に対応し、
　前記複数の伝送行列を複数の副搬送波を利用して４個のアンテナを介して伝送する過程
をさらに含むが、
　各々の伝送行列は２個の副搬送波を利用することを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択されたＳＦＢＣ伝送行列はＳＦＢＣ－ＰＳＤ（Ｓｐａｃｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｄｅ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）行列
であり、前記ＳＦＢＣ－ＰＳＤ行列の６個のパーミュデッドバージョンは下記数式のとお
りであることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【数１】

　ここで、Ｓ１（ｉ），Ｓ２（ｉ）は、２個のｖｉａｂｌｅシンボルである。ｉ＝１，２
，．．．，Ｎ、Ｎは、変調されたシンボルの各グループ内での変調されたシンボルの数で
ある。ｇ＝［ｋ／２］であり、２個の副搬送波のグループインデックスである。ｋは、副
搬送波インデックスであり、θ１（ｇ）とθ２（ｇ）とは、副搬送波グループインデック
スｇに対した２個の仮想ランダム位相移動ベクトルである。
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【請求項６】
　前記選択されたＳＦＢＣ伝送行列はＳＦＢＣ－ＣＤＤ（Ｓｐａｃｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｄｅ　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｄｅｌａｙ　Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）行列であ
り、
　前記ＳＦＢＣ－ＣＤＤ行列の６個のパーミュデッドバージョンは下記数式のとおりであ
ることを特徴とする請求項４に記載の方法。
【数２】

　ここで、Ｓ１（ｉ），Ｓ２（ｉ）は、２個のｖｉａｂｌｅシンボルである。ｉ＝１，２
，．．．，Ｎ、Ｎは、変調されたシンボルの各グループ内での変調されたシンボルの数で
ある。ｋは、副搬送波インデックスであり、θ１とθ２とは、２個の固定位相角である。
【請求項７】
　基準信号をアンテナにマッピングする過程と、前記基準信号は該当アンテナポートを規
定し、２個のアンテナポートで構成されたグループで２個の隣接したアンテナポートは２
個の隣接しないアンテナにマッピングされ、
　選択されたＳＦＢＣ伝送行列のうち１個の部分集合を選択する過程と、
　選択された伝送行列対を変調されたシンボル対に適用することで前記変調されたシンボ
ル対を伝送する過程と、をさらに含むが、
　各々の伝送行列は該当時間スロットに伝送されることを特徴とする請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　前記選択されたＳＦＢＣ伝送行列はＳＦＢＣ－ＰＳＤ行列であり、前記ＳＦＢＣ－ＰＳ
Ｄ行列の６個のパーミュデッドバージョンは下記数式のとおりであることを特徴とする請
求項７に記載の方法。
【数３】
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　ここで、Ｓ１（ｉ），Ｓ２（ｉ）は、２個の変調されたシンボルである。ｇ＝［ｋ／２
］であり、２個の副搬送波のグループインデックスである。ｋは、副搬送波インデックス
であり、θ１（ｇ）とθ２（ｇ）とは、副搬送波グループインデックスｇに対した２個の
仮想ランダム位相移動ベクトルである。
【請求項９】
　前記選択されたＳＦＢＣ伝送行列はＳＦＢＣ－ＣＤＤ行列であり、
　前記ＳＦＢＣ－ＣＤＤ行列の６個のパーミュデッドバージョンは下記数式のとおりであ
ることを特徴とする請求項７に記載の方法。
【数４】

　ここで、Ｓ１（ｉ），Ｓ２（ｉ）は、２個の変調シンボルである。ｋは、副搬送波イン
デックスであり、θ１とθ２とは、２個の固定位相角である。
【請求項１０】
　複数の物理的アンテナのための複数の基準信号を生成する過程と、
選択されたアンテナポートマッピングスキーム（ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ　ｍａｐｐｉ
ｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）に従って前記複数の物理的アンテナと接続される複数のアンテナポ
ートを介して前記複数の基準信号を伝送する過程と、をさらに含むことを特徴とする請求
項１に記載の方法。
【請求項１１】
　各々の基準信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ）は該当アンテナポートと対応し
、
　前記アンテナポートマッピングスキームは少なくとも２個のアンテナポートで構成され
たグループでの隣接したアンテナポートを２個の隣接しないアンテナにマッピングするよ
うに構成され、
　データを複数のシンボルに変調する過程と、
　前記複数のシンボルのうちから各々の変調されたシンボル対を伝送ダイバーシチスキー
ム（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　ｓｈｅｍｅ）に従って複数の２×
２行列を生成するために符号化する過程と、を含むが、各２×２行列は各々の変調された
シンボル対と対応し、
　前記複数の２×２行列で構成される伝送行列を生成する過程を含むが、
　前記伝送行列は下記数式のとおりであり、
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【数５】

　ここで、Ｍは２ｘ２行列の総数であり、Ｓ１からＳ２Ｍ－１は、複数の変調されたシン
ボルを表し、Ｔｉｊは、ｉ番目のアンテナポート、ｊ番目の副搬送波、又はｊ番目の時間
スロット上で送信されたシンボルを表し、
　前記送信行列に従って複数のアンテナポートを介して前記変調されたシンボルを伝送す
る過程をさらに含むことを特徴とする請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　選択されたアンテナポートマッピングスキームは、（２×ｉ）番目のアンテナポートが
（２×ｉ＋１）番目の物理的アンテナと接続されるように設定し、（２×ｉ＋１）番目の
アンテナポートが（２×ｉ）番目の物理的アンテナと接続されるように設定し、
　ｉ＝１，２，．．．Ｍ－１であり、総アンテナポート数は、２×Ｍであり、総物理的ア
ンテナ数は、２×Ｍであり、Ｍは整数であり、各々のアンテナポートは基準信号と対応す
ることを特徴とする請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　４個の物理的アンテナと４個のアンテナポート、４個の変調されたシンボルに伝送され
るデータがある場合、
　選択されたアンテナポートマッピングスキームが、第１アンテナポートは第１物理的ア
ンテナにマッピングされ、第２アンテナポートは第３物理的アンテナにマッピングされ、
第３アンテナポートは第２物理的アンテナにマッピングされ、第４アンテナポートは第４
物理的アンテナにマッピングされるように設定し、
　ここで、前記４個の物理的アンテナは、２個の隣接した物理的アンテナの間が連続配列
され、前記伝送行列は下記数式のように構成されることを特徴とする請求項１１に記載の
方法。
【数６】

　ここで、Ｔｉｊは、ｉ番目のアンテナポート、ｊ番目の副搬送波、又はｊ番目の時間ス
ロット上で送信されたシンボルを表す。そして、Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４は、第１から第
４までのシンボルをそれぞれ表す。
【請求項１４】
　４個の物理的アンテナと４個のアンテナポート、４個の変調されたシンボルに伝送され
るデータがある場合、新しい送信行列を生成するために前記送信行列内の選択された行（
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ｒｏｗ）の対（ｐａｉｒ）を交換する過程をさらに含み、
　前記選択されたアンテナポートマッピングスキームが、第１アンテナポートは第１物理
的アンテナにマッピングされ、第２アンテナポートは第２物理的アンテナにマッピングさ
れ、第３アンテナポートは第３物理的アンテナにマッピングされ、第４アンテナポートは
第４物理的アンテナにマッピングされるように設定し、
　前記４個の物理的アンテナは、２個の隣接した物理的アンテナの間が連続配列され、
　前記新しい伝送行列は下記数式のように構成されることを特徴とする請求項１１に記載
の方法。
【数７】

　ここで、Ｔｉｊは、ｉ番目のアンテナポート、ｊ番目の副搬送波、又はｊ番目の時間ス
ロット上で送信されたシンボルを表す。そして、Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４は、第１から第
４までのシンボルをそれぞれ表す。
【請求項１５】
　伝送機の装置において、
　ストリームブロックをデマルチプレクスする第１デマルチプレクス部と、
　前記デマルチプレクスしたストリームブロック各々にＣＲＣを挿入するＣＲＣ挿入部と
、
　前記ＣＲＣを挿入したストリームブロック各々を該当符号化方式に従って符号化する符
号化部と、
　前記符号化したストリームブロック各々を該当変調方式に従って変調する変調部と、
　複数のシンボル集合を生成するために前記変調したストリームブロック各々をデマルチ
プレクスするが、前記変調したストリームブロック各々を一つのシンボル集合にデマルチ
プレクスする第２デマルチプレクス部と、を含み、
　複数の物理的アンテナをさらに含み、
　複数のシンボル集合は複数のアンテナポートを介して伝送され、
　前記複数のアンテナポートは前記複数の物理的アンテナと所定規則に従って接続され、
　複数のシンボル集合は複数のアンテナポートを介して伝送され、
　複数のシンボル集合は複数のアンテナポートの部分集合のアンテナポートを介して伝送
され、
　基準値より弱いか同じチャネル推定値を有するアンテナポートは前記複数のアンテナポ
ートの部分集合アンテナポートの中に均一に分布し、
　前記基準値より前記弱いか同じチャネル推定値を有する前記アンテナポートは隣接しな
い物理的アンテナと係ることを特徴とする装置。
【請求項１６】
　選択されたＳＦＢＣ伝送行列のうち一つの部分集合を選択する選択部と、
少なくとも２個のアンテナポートのグループでの隣接したアンテナポートを２個の隣接し
ない物理的アンテナにマッピングするマッピング部と、
　選択された伝送行列対を変調されたシンボルのグループ対に適用する伝送行列生成部と
、をさらに含み、
　各々の伝送行列は変調されたシンボルグループに対応し、
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　各々の伝送行列は変調されたシンボルの該当グループの変調されたシンボルの各々の対
に適用され、
　複数の副搬送波を利用して複数の伝送行列を伝送する４個の伝送アンテナをさらに含み
、
　各々の伝送行列は２個の副搬送波を使用することを特徴とする請求項１５に記載の装置
。
【請求項１７】
　前記選択されたＳＦＢＣ伝送行列はＳＦＢＣ－ＰＳＤ行列であり、
　前記ＳＦＢＣ－ＰＳＤ行列の６個のパーミュデッドバージョンは下記数式のとおりであ
ることを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【数８】

　ここで、Ｓ１（ｉ），Ｓ２（ｉ）は、２個のｖｉａｂｌｅシンボルである。ｉ＝１，２
．．．Ｎ、Ｎは、変調されたシンボルの各グループ内での変調されたシンボルの数である
。ｇ＝［ｋ／２］であり、２個の副搬送波のグループインデックスである。ｋは、副搬送
波インデックスであり、θ１（ｇ）とθ２（ｇ）とは、副搬送波グループインデックスｇ
に対した２個の仮想ランダム位相移動ベクトルである。
【請求項１８】
　前記選択されたＳＦＢＣ伝送行列はＳＦＢＣ－ＣＤＤ行列であり、
　前記ＳＦＢＣ－ＣＤＤ行列の６個のパーミュデッドバージョンは下記数式のとおりであ
ることを特徴とする請求項１６に記載の装置。
【数９】

　ここで、Ｓ１（ｉ），Ｓ２（ｉ）は、２個のｖｉａｂｌｅシンボルである。ｉ＝１，２
．．．Ｎ、Ｎは、変調されたシンボルの各グループ内での変調されたシンボルの数である
。ｋは、副搬送波インデックスであり、θ１とθ２とは、２個の固定位相角である。
【請求項１９】
　少なくとも２個のアンテナポートのグループでの隣接したアンテナポートを２個の隣接
しないアンテナにマッピングするマッピング部と、
　選択されたＳＦＢＣ伝送行列のうち１個の部分集合を選択する選択部と、
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　複数の副搬送波を利用して複数の伝送行列を伝送する４個のアンテナをさらに含み、
　各々の伝送行列は２個の副搬送波を使用することを特徴とする請求項１５に記載の装置
。
【請求項２０】
　前記選択されたＳＦＢＣ伝送行列はＳＦＢＣ－ＰＳＤ行列であり、
　前記ＳＦＢＣ－ＰＳＤ行列の６個のパーミュデッドバージョンは下記数式のとおりであ
ることを特徴とする請求項１９に記載の装置。
【数１０】

　ここで、Ｓ１（ｉ），Ｓ２（ｉ）は、２個の変調シンボルである。ｇ＝［ｋ／２］であ
り、２個の副搬送波のグループインデックスである。ｋは、副搬送波インデックスであり
、θ１（ｇ）とθ２（ｇ）とは、副搬送波グループインデックスｇに対した２個の仮想ラ
ンダム位相移動ベクトルである。
【請求項２１】
　前記選択されたＳＦＢＣ伝送行列はＳＦＢＣ－ＣＤＤ行列であり、
　前記ＳＦＢＣ－ＣＤＤ行列の６個のパーミュデッドバージョンは下記数式のとおりであ
ることを特徴とする請求項１９に記載の装置。
【数１１】

　ここで、Ｓ１（ｉ），Ｓ２（ｉ）は、２個の変調されたシンボルである。ｋは、副搬送
波インデックスであり、θ１とθ２とは、２個の固定位相角である。
【請求項２２】
　複数の物理的アンテナのための複数の基準信号を生成する基準信号生成部をさらに含み
、各々の基準信号は物理的アンテナと対応し、
　選択されたアンテナポートマッピングスキームに従って複数のアンテナポートを前記複
数の物理的アンテナにマッピングするアンテナポートマッピング部をさらに含むことを特
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徴とする請求項１５に記載の装置。
【請求項２３】
　前記複数のアンテナポートは４個のアンテナポートであり、
　前記複数の物理的アンテナは４個の物理的アンテナであり、
　データを複数のシンボルに変調する変調部と、
　前記複数の変調されたシンボルのうちから各々の変調されたシンボル対を伝送ダイバー
シチスキームに従って複数の２×２行列を生成するために符号化する複数の符号化部と、
をさらに含み、
　各２×２行列は各々の変調されたシンボル対と対応し、
　前記複数の変調されたシンボルは下記数式のような行列に従って複数のアンテナポート
を介して伝送されることを特徴とする請求項２２に記載の装置。
【数１２】

　ここで、Ｍは２ｘ２行列の総数であり、Ｓ１からＳ２Ｍ－１は、複数の変調されたシン
ボルを表し、Ｔｉｊは、ｉ番目のアンテナポート、ｊ番目の副搬送波、又はｊ番目の時間
スロット上で送信されたシンボルを表す。
【請求項２４】
　４個の変調されたシンボルが４個のアンテナポートを介して伝送する場合、
　選択されたアンテナポートマッピングスキームが、第１アンテナポートは第１物理的ア
ンテナにマッピングされ、第２アンテナポートは第３物理的アンテナにマッピングされ、
第３アンテナポートは第２物理的アンテナにマッピングされ、第４アンテナポートは第４
物理的アンテナにマッピングされるように設定し、
　ここで、前記４個の物理的アンテナは、２個の隣接した物理的アンテナの間が連続配列
され、
　伝送行列は下記数式のように構成されることを特徴とする請求項２３に記載の装置。

【数１３】

ここで、Ｔｉｊは、ｉ番目のアンテナポート、ｊ番目の副搬送波、又はｊ番目の時間スロ
ット上で送信されたシンボルを表す。そして、Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４は、第１から第４
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までのシンボルをそれぞれ表す。
【請求項２５】
　４個の変調されたシンボルが４個のアンテナポートを介して伝送する場合、
　選択されたアンテナポートマッピングスキームが、第１アンテナポートは第１物理的ア
ンテナにマッピングされ、第２アンテナポートは第２物理的アンテナにマッピングされ、
第３アンテナポートは第３物理的アンテナにマッピングされ、第４アンテナポートは第４
物理的アンテナにマッピングされるように設定し、
　ここで、前記４個の物理的アンテナは、２個の隣接した物理的アンテナの間が連続配列
され、
　伝送行列は下記数式のように構成されることを特徴とする請求項２３に記載の装置。
【数１４】

　ここで、Ｔｉｊは、ｉ番目のアンテナポート、ｊ番目の副搬送波、又はｊ番目の時間ス
ロット上で送信されたシンボルを表す。そして、Ｓ１，Ｓ２，Ｓ３，Ｓ４は、第１から第
４までのシンボルをそれぞれ表す。
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